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幹細胞は再生医療や創薬の鍵となる科学技術
であり、日本はiPS細胞の発見などの優れた成果
を輩出している。一方、イノベーションとなると、
欧米主要国はもとより、いくつかの新興国よりも
劣勢である。これは、イノベーションの「種」の
発見には熱心だった反面、「育て方」の研究・
考察が必ずしも十分でなかったことによる。

国家・大学・企業の研究開発力の戦略的
評価手法の開発と評価
論文・特許等の文献情報を用いた計量書誌
学的解析手法（記述統計、共引用構造・書
誌結合、科学リンケージ等）を、事業マネジ
メント・フレームワークに適用することにより、
国家・大学・企業の研究開発能力を客観的
かつ戦略的に評価する手法論を開発し、幹細
胞分野について評価した。

産学公連携コンソーシアム・アプローチ
の理論構築と実践展開
地域産業クラスターの国際比較や産学連携
プロジェクトの事例研究をもとに、共同研究開
発プロジェクトの参加主体間の最適分業体
制および取引構造を評価した。その理解のも
とに、我が国の事業環境に最適化された、統
合的イノベーション・マネジメント・モデルを開
発・提案し、幹細胞分野において実践した。科学的・実証的なイノベーション経営（マネジメ

ント）の方法論を開発する。人文社会科学と幹
細胞科学の研究者が密接に協力し合い、論文・
特許データの詳細分析と、国内外の産業クラス
ター構造の比較分析を行い、世界の動向と日本
の強み・弱みを正確に把握する。更に、企業等
と協力し、事業の創出を図る。
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本研究で提案した統合的イノベーション・マネ
ジメント・モデルをもとに、幹細胞及び周辺科
学技術分野における研究開発を活性化し、
幹細胞イノベーション活動を支援する。本モ

デルを医療・医薬をはじめとするいわゆるライ
フ・イノベーション分野全般に展開し、日本
発・世界初のイノベーションの具現化に貢献
する。

ライフ･イノベーション
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iPS細胞など幹細胞科学技術の競争力は海外主要国
に比べて既に劣勢であり、研究開発戦略を抜本的に再
考する必要がある。

SSCIイニシアティブを通じ、統合的イノベーション・マ
ネジメント研究のコンセプトを、理論構築ー実践展開の
共進のもと実証する。


